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１ 特殊詐欺の被害をなくそう【生活安全企画課】

特殊詐欺の被害をなくそう！
生活安全企画課

◇青森県内の令和５年中の特殊詐欺発生状況（暫定値）

認 知 件 数 97件 （前年比＋58件）

被 害 金 額 約3億4,564万円（前年比＋約5,956万円）

未然防止件数 87件 （前年比＋30件）

令和５年に認知した97件のうち、56件が架空料金請求詐欺でした。

架空料金請求詐欺とは、架空の名目を理由にお金をだまし取ることです。

今回は、そのうちの「パソコンのウイルス除去費用名目」と「副業」をかたる手口をご

紹介します。

架空料金請求詐欺

●パソコンのウイルス除去費用名目の手口

パソコンを操作中に警告音が鳴り、画面に「ウイルスに感染しました。サポート

センターはこちら。」などと表示され、画面に表示された電話番号に電話をかける

と「修理代としてコンビニで電子マネーを買って、コードを教えてください。」な

どと指示されます。

⇒ 一度支払うと、理由をつけて何度もお金を要求されます！

●副業をかたる手口

インターネットやＳＮＳで副業の広告を開くと、相手からＳＮＳでのやりとりを

要望されます。その後、副業(実際はうそ)を勧められ、手数料などを名目に指定さ

れた口座への振込を求められます。

例①「指定するＳＮＳアカウントに『いいね』をすると報酬をもらえますが、

事前にお金を払ってプランに加入すると、さらにもらえる報酬が増えます｡」

例②「ネットで商品販売を始めるために、指示通り代金を振り込んでください。」

⇒ 副業の報酬を出金しようとしても、引き出すことはできません！

携帯電話を使用しながらＡＴＭを操作している方や、コンビニで多

額の電子マネーを購入しようとしている方を見かけたら、「詐欺じゃ

ないですか」と声掛けをお願いします。

身に覚えのないお金の話は一人で対応せず、家族や知人、最寄りの警察署

または交番・駐在所にご相談ください。

警察相談専用電話 ＃9110または017-735-9110



２ サイバーセキュリティ月間のお知らせ【サイバー犯罪対策課】

２月１日～３月18日は政府の定める「サイバーセキュリティ月間」です。

不審なメールによる情報漏えい被害や個人情報の流出など、生活に影響を及ぼさないように

県民の皆さん一人ひとりがサイバーセキュリティについての関心を高めましょう。

★ 日常における情報セキュリティ対策 ★

① 修正プログラムの適用

パソコンやスマートフォン等のＯＳ、各種ソフトウェアを最新のバージョンに保ちましょう。

② セキュリティソフトの導入及び定義ファイルの最新化

セキュリティソフトを導入し、その定義ファイルを常に最新の状態に保ちましょう。

③ 定期的なバックアップの実施

システムの不具合やランサムウェア等のウイルスによるデータ破壊に備えて、定期的に外

部記憶媒体等へバックアップを行ってください。

④ パスワードの適切な設定と管理

パスワードは可能な範囲で複雑な長い文字列を設定してください。

⑤ メールやショートメッセージ(ＳＭＳ)、ＳＮＳでの不審なファイルやＵＲＬに注意

メールの中には、ウイルスを組み込んだファイルが添付されていたり、ウイルスを仕掛けた

サイトやフィッシングサイトへ誘導するＵＲＬが記載されていたりするものがあります。これら

の添付ファイルを開く、またはＵＲＬをクリックする等により被害にあう場合がありますので、

怪しいメールの添付ファイルやＵＲＬは、不用意に開かないでください。

⑥ 偽のセキュリティ警告に注意

ウェブサイトの閲覧中に、ウイルスに感染している、パソコンが壊れる等の偽の警告に遭

遇する場合があります。表示されたメッセージに従って操作したり、電話をかけて遠隔操作

を許してしまったりすると、最終的に有償ソフトウェアの購入や有償サポート契約へ誘導され

たりします。慌てずにブラウザを強制終了するか、パソコンを再起動してください。

⑦ スマートデバイスのアプリや構成プロファイル導入時の注意

不正なアプリのインストールを防ぐために、公式マーケットや信頼できる場所からアプリを

ダウンロードしてください。

⑧ スマートフォン等の画面ロック機能の設定

スマートフォンやタブレット等を紛失してしまった際に、誰かに不正に使用されることがな

いよう、画面ロック機能を必ず有効にしてください。

⑨ 他人に見られたら困るプライベートな写真や動画は撮らない、第三者に送らない

ＳＮＳで知り合った人物から言葉巧みに不正なアプリのインストールを持ちかけられ、その

アプリでプライベートな動画を撮影したことが原因で、セクストーション（性的脅迫）の被害

に遭うケースが発生しています。第三者に見られたら困るプライベートな写真や動画を撮影

したり、そのデータを送ったりしてはいけません。



３ 夕暮れ時・夜間の交通事故を防止しよう【交通企画課】

夕暮れ時・夜間の交通事故を防止しよう

日没が早い今の時期は、夕暮れ時から夜間早朝にかけ、

交通事故が多発する傾向にあります。

ドライバーの皆さんはスピードを控えめに、早めのラ

イト点灯を心掛け、夜間、対向車・先行車がない時は、

ライトを上向きにし、危険を早期に発見しましょう｡

歩行者の皆さんは、夕暮れ時・夜間に外出する時は、

明るい色の服と反射材用品を身に付け、「自分の存在を

アピール」しましょう。

県民の皆さん一人ひとりが命と交通ルールを守り、交

通事故を起こさないように、また、交通事故に遭わない

ようにしましょう。

○ 歩行者の皆様へのお願い

夕暮れ時・夜間に外出する時は、反射材用品の着用

が効果的です。

運転者からよく見えるよう、明るい色の服装と反射

材用品の活用を心掛けましょう。

車のライトが点灯していても、運転者から歩行者が

見えているとは限りません。

道路を横断するときなどは、車の動きをよく見て､

安全を確認しましょう。

○ ドライバーの皆様へのお願い

スピードを控えめにし、早めのライト点灯で､見る

こと、見せることを徹底しましょう。

また､夜間に対向車・先行車がない時は、ライトを

上向きにして危険を早期に発見しましょう。



４ 運転免許自主返納支援のお知らせ【交通企画課】

運転免許自主返納者支援のご案内

高齢者の皆さんの中には、加齢による身体機能の衰えを感じ、車の運転が危険であると思いな

がらも、買い物や通院のために運転を続けている方もいると思います。全国的にこのような高齢者

の方々による重大交通事故が発生し、大きな社会問題となっています。

青森県警察では、車の運転に不安を感じて自動車運転免許証を自主返納した方々の生活を支

援するため、「運転免許自主返納者支援事業」を推進しております。この事業は、運転免許証を返

納し「運転経歴証明書」を取得された方に対し、タクシー運賃や商品の割引、商品宅配サービス

などの特典を協賛企業から提供するものです。

◇支援を受けるまでの流れ◇
①運転免許証を返納する

②運転経歴証明書を申請し、交付を受ける

③協賛店に運転経歴証明書を提示して支援を受ける

↑このステッカーが支援協賛店の目印です↑

※ 詳しくは県警ホームページまたは「運転免許

自主返納者支援協賛店一覧表」をご覧ください。

運転免許自主返納事業のページはこちらです。

自主返納の受付時間等もこちらから確認できます。



５ 違法駐車の禁止【交通指導課】

県内では降雪期を迎え、積雪により交通事故や渋滞の発生が懸念

されます。

違法駐車は事故や渋滞の原因となるばかりでなく、救急車などの

緊急自動車の通行を妨げたり、除排雪作業の妨害となったりするな

ど、県民生活に大きな影響を及ぼします。

ドライバーの皆さん自身がルールを守ることはもちろん、事業者の方々が駐車場を確保

するなど、「違法駐車をしない、させない環境作り」をすることで、違法駐車をなくしま

しょう。

ご存じですか、放置違反金制度

○ 放置違反金制度とは

放置駐車違反をした運転者が警察署に出頭してこない場合など、運転者の責任追及が

できないときは、公安委員会が放置車両の使用者に対し、放置違反金の納付を命ずるこ

とができるという制度です。

○ 車両の使用者とは

運行を支配し、管理する者をいい、通常は自動車検査証の使用者欄に記載された方を

いいます。

○ 車検拒否について

放置違反金が納付されないときは、督促状によって督促を行います。

督促を受けた方は、納付が確認されるまで車検を受けることができません。

○ 強制徴収について

督促を受けた方が、指定期限を経過しても放置違反金を納付しないときは、期限まで

に納めた方との公平を保つため、自宅や勤務先への電話、訪問催促を行い自主納付を促

すとともに、財産（現金、預金、自動車など）の差し押さえによる強制徴収を実施しま

す。



６ 運転免許業務に関するお知らせ【運転免許課】

青森県運転免許センターでは、毎週金曜日は、次の免許窓口事務の取扱いをしておりませ

ん。お間違えのないように、ご注意ください。

○ 運転免許証の更新

○ 運転免許証の再交付

○ 国外運転免許証の申請

○ 運転経歴証明書の交付・再交付の申請

○ 失効受験、特定取消処分者受験

むつ自動車運転免許試験場では、令和５年１０月１日から第１・第３金曜日は、次の免許窓口事

務の取扱いをしておりません。お間違えのないように、ご注意ください。

○ 運転免許証の更新

○ 運転免許証の再交付

○ 国外運転免許証の申請受理、交付

○ 運転経歴証明書の申請受理、交付、再交付

※ 弘前、八戸試験場や各警察署の取扱事務に変更はありません。

【 お問い合わせ先 】

青森県運転免許センター

電話 ０１７－７８２－００８１



７ 高齢者講習の早期受講の周知について【運転免許課】

運転免許証の有効期間満了時に７０歳以上になる方は、運転免許証更新手続の

前に高齢者講習等を受講しなければなりません。

○ ７０～７４歳の方 ⇒ ・高齢者講習

○ ７５歳以上の方 ⇒ ・運転技能検査（対象者のみ）

・認知機能検査

・高齢者講習

高齢者講習等の該当の方には、有効期間満了日の約６か月前までに「運転免許

証の更新に伴う通知書（はがき）」を送付しています。

通知書を確認し、希望する実施場所へ直接電話予約をしてください。

◎ 運転免許センターにおける高齢者講習の実施について

実施日 月曜日（祝日を除く）

１日２回 １回目：午前９時３０分から

２回目：午後２時から

実施場所 青森県青森市大字三内字丸山１９８番地４

青森県運転免許センター

予約方法 下記まで電話でお申し込み下さい。（大変混雑しており、予約がとれ

ない場合があります。）

青森県警察本部交通部運転免許課（青森県運転免許センター内）

・受付時間 ： 午前９時から午後４時まで

（土、日、休日及び年末年始を除く）

・電話番号 ： ０１７－７８２－００８１（代表）

・担 当 ： 高齢運転者等支援係

◎ 高齢者講習等受講後のお願い
運転技能検査や認知機能検査、高齢者講習を受検・受講すると、

・運転技能検査受検結果証明書（対象者のみ）

・認知機能検査結果通知書

・高齢者講習終了証明書

が交付されます。

これらは、運転免許証更新時に必要となりますので、更新手続を行うまで大切

に保管してください。



８ 高齢者等への運転適性相談利用促進【運転免許課】

運転に支障がある病気等にかかった方やそのご家族等からの相談のほか

・ 運転に不安のある方

・ 運転免許証の返納についてお悩みの高齢者の方

・ 上記にあてはまる方のご家族等

からの相談も受け付けております。

運転適性相談窓口は、

・ 青森県運転免許センター

・ 八戸、弘前、むつ自動車運転免許試験場

・ 県内各警察署

に設置しております。

希望する相談場所へ事前にお問い合わせの上、ご相談ください。

病気や身体に障害を有する方の運転免許の取得に関すること、高齢者等の運転

の継続に関すること、運転免許証の返納に関することなどをご相談を受け付けて

おります。

・ 全国統一の電話番号

＃８０８０（シャープハレバレ）

・ 受付時間

午前９時から午後４時まで

（土、日、休日及び年末年始を除く）

お問い合わせ先

青森県警察本部交通部運転免許課

高齢運転者等支援係

☎０１７－７８２－００８１



９ サイバー攻撃の脅威【警備第一課】

サイバー空間は、国民の日常生活の一部となっています。

こうした中、重要インフラの基幹システムを機能不全に陥れて社会

の機能を麻痺させるサイバー攻撃は、国の治安、安全保障及び危機管

理にとって現実の脅威となっています。

国内外で流行している代表的なサイバー攻撃

ランサムウェア攻撃・ノーウェアランサム

ランサムウェアは、感染すると画像や文書等が暗号化され、利用

することができなくなります。犯人は暗号化したデータを人質にして、

データを復号するための金銭を要求します。

また、データの暗号化は行わずデータを窃取し、そのデータを公開

しないことと引換えに金銭を要求する「ノーウェアランサム」の被害

も確認されています。

◎ お金を払っても、元に戻る保証はありません。

標的型メール攻撃による情報窃取

特定の組織や個人から機密情報を盗むことを目的として送信される

コンピュータウイルス付きのメールです。

◎ 不審なメールに気付き、開かないことが大切です。

ＤＤｏＳ攻撃

攻撃者が多数のパソコンやサーバを介して、一斉に大量のデータを

送りつけ、攻撃目標を停止または遅延させる攻撃です。

◎ Webサイトがこの攻撃を受けると、アクセス不能となり、

ユーザーが利用できなくなってしまいます。

基本的なセキュリティ対策

● OSやソフトウェアを最新バージョンにアップデートしましょう

● パスワードポリシーの見直しをしましょう

● 不審なリンク、添付ファイル、サイトを開かないようにしましょう

● データのバックアップを確実に行いましょう

青森県警察本部・青森県サイバーテロ対策協議会



１０ 国際指名手配被疑者の逮捕【外事課】

世界各地でテロを敢行！

組織としての解散を表明するも

構成員は現在も逃亡中！

“解散”は形だけのもので、テロ

組織としての危険性があることに変

化はなし！

航空機(通称よど号)ハイジャ

ック事件や日本人拉致事件に関

与！

現在、ハイジャック等に関与し

た被疑者やその妻らは北朝鮮に

とどまっているとみられている！



１１ ２月の広報予定

○ テレビ放送予定

放送予定はありません。

○ ラジオ放送予定

エフエム青森「あおもり・ふぁん」（毎週月曜日～金曜日 16:55 ～ 17:00）

第2週（12日から16日） ・「性犯罪被害110番」相談電話のお知らせ

第3週（19日から23日） ・シートベルト・チャイルドシート着用促進

RABラジオ「県広報タイム」（毎週月曜日～木曜日 7:30 ～ 7:35）

第1週（5日から8日） ・「110番」の正しい利用方法等

・特殊詐欺の被害をなくそう

第2週（12日から15日） ・フィルタリングを利用しよう

・ネットトラブルを防止しよう

第3週（19日から22日） ・子供に関する相談は少年サポートセンターへ

第4週（26日から29日） ・子供や女性の犯罪被害防止のために防犯意識を

高めよう

○ 音楽隊の派遣予定

２月27日（火） 憩いのコンサートinラピア

第１部 12:00 ～ （八戸市：ショッピングセンターラピア１階

第２部 14:00 ～ フェスタプラザ）


